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第二版への序文 

 

オーストリア学派：市場と企業的創造力、第二版は、研究者の方々に役立ててもらう目

的から、文体と参照文献の若干の修正のみ加えただけで、第一版のページ構成とほぼ同じ

形に纏めた。 

 

 オーストリア経済学思想が世界中で益々注目されるようになり、今日、本書も次の十か

国語に翻訳された。英語（Edward Elgar 2008, 2010）; フランス語（Institut Charles 

Coquelin 2008）； ドイツ語（Hayek Institut 2007）;イタリア語（Rubbettino 2003）; ロ

シア語；（Sotsium 2007, 2009, 2011）; 中国語（Zhejiang University Press 2007）; ル

ーマニア語（Editura Universitatti ”Alexandru Ioan Cuza” 2011）; ポーランド語

（Fijor Publishing 2010）； ポルトガル語（O Esp:irito das Leis2005, Bnomics 2011）；

ブラジル語（Mises Brasil 2010） またさらに、チェコ語及びアラビア語版も完成間近で

あり、近日刊行される予定となっている。 

 

 本書は、我が教え子たち全てが大いなる熱意と努力で日々研究に励み、挫折することな

く、真の経済学が追求できるよう役立つことを願い捧げる。 

 

 

レイ・フアン・カルロス大学政治経済学教授 

ヘスース・ウエルタ・デ・ソト 
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まえがき 

 

本書は、オーストリア経済学と今日まで経済学の世界を支配し続けてきたパラダイムと

比較した重要な違いは何か簡略ながらも必要最低限詳細の解説を行う。同様に、オースト

リア経済学思想のその起源と現代までの変遷にも触れ、オーストリア経済学派による数々

の業績が今後の経済学の発展のためにいかに大切か強調したい。 

 

 オーストリア経済学思想の基本的概念については今日あまりよく知られていないことか

ら、第一章では、オーストリア学派が唱える市場の動態的概念の本質とはいかなるものか、

また、現在多くの大学で、オーストリア経済学理論の授業が不足している状況にあり、新

古典主義思想が一般的に普及しているが、この二つの思想に存在する根本的な視点の違い

についても言及する。そして、第二章では、企業的機能によって促される調整の作用の核

心に迫り、オーストリア学派はこれを一方では市場の自然的秩序の現れ、他方では、傾向

の一連の法則の存在だと捉え、これを経済学研究の対象としている点を明らかにする。第

三章は、オーストリア経済学に関する経済思想史の時代の流れを見ながら、公式な創設者、

カール・メンガーから始まり、その源流となったスペイン黄金世紀のサラマンカ学派の偉

大な業績まで遡る。第四章は、ベーム=バヴェルクの人物像と彼の資本理論に注目し、これ

が我が国の大学で学ぶ経済理論課程に最も欠けているものの一つであることを訴える。第

五、六章は、20世紀の最も重要なオーストリア経済学者である、ルートヴィヒ・フォン・

ミーゼスと、フリードリヒ・A・ハイエクの数々の偉業について確認する。この二人の大き

な貢献を知ることなく、現代オーストリア経済学及び、その全世界への普及がどのように

展開したのか理解することは不可能である。そして、最後の第七章では、現在の経済学パ

ラダイムの危機的状況から端を発し、ヨーロッパやアメリカの大学の若い研究者たちのグ

ループが中心となって進められているオーストリア経済学思想の復興について考えてみよ

うと思う。経済学のこれからの展望と現代オーストリア経済学の研究プログラムについて

紹介し、また、一般的に、誤解や認識不足によって行われているオーストリア経済学思想

への批判に対する回答を添えて本書を締めくくるものとする。 

 

 本書一冊でオーストリア経済学思想全てを詳細に解説することは不可能であることは前

もってご理解いただきたい。よって、ここではその主な業績を魅力的に分かりやすく表す

ことだけに努めた。故に、本書は、オーストリア経済学思想に興味を持った方々への一つ

の入門書に過ぎず、さらに具体的に詳細な研究を続けようと考える方は、巻末に掲載した

文献を基に知識を深めて頂かなければならない。従って、添付すれば内容がより理解しや

すくなったかもしれない数々の資料の本書への掲載は見合わせた。本書の目的は、オース

トリア経済学に馴染みの薄い方も含め全ての読者に対してもその思想の魅力的がご理解い

ただけるよう解説することであり、本書を起点として、一層知識を深めることで、必ず新

たな希望が見いだせることを願う。 

6 
 


